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厚生文教常任委員会道内行政視察報告書

１ 視察の目的

道内先進地における諸施策の実施状況を視察調査し、当町の現状を踏まえて今後の

議会活動に処するため。

２ 視察日程等

（１）期間 令和５年10月18日（水）～10月20日（金）の３日間

（２）視察先及び調査事項

江別市 ココルクえべつ

・多目的な機能を持つ複合福祉施設について

更別村 福祉の里総合センター

・更別村診療所を核とした地域医療と地域福祉について

白糠町

・小中一貫教育について
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(1) 江別市

１ 視察先 江別市 ココルクえべつ

２ 視察日程 令和５年10月18日（水）14時から

３ 参加委員等

委員 室﨑委員長、石澤副委員長、音喜多委員、南谷委員

随行（議会事務局） 亀井事務局長、佐藤議事係長

視察対応者 ココルクえべつ コーディネーター 明 石 勝 則

４ 江別市の概要

石狩振興局では札幌市に次ぐ第２位の人口規模の都市であり、札幌市中心部までは車で

約40分（一般道路利用）、札幌駅から野幌駅まで約20分と交通アクセスが良く、札幌のベ

ッドタウンとして人口が増加した。また、新千歳空港まで車や鉄道で約1時間の距離に位

置しており、市内の東西２カ所に高速道路のインターチェンジがあるなど北海道内各地へ

もアクセスし易い環境にある。

明治24年に煉瓦の製造が始まっており、現在でも煉瓦の一大産地になっており、「江別

のれんが」として「北海道遺産」、「江別市の煉瓦建造物」「江別市の煉瓦の関連遺産」と

して「近代化産業遺産」に認定されている。

石狩平野のほぼ中央に位置し、市域全体は平坦な地形になっている。河川は北東部から

石狩川が流入し、夕張川、千歳川、篠津川、豊平川などの支流を合わせて石狩湾へ流れて

いる。

５ ココルクえべつ

介護、福祉に必要な施設を１カ所に集め、「共生社会」「生涯活躍」のテーマの実現の

モデルケースとなる拠点－ココルクえべつを視察した。
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Ａ 総論

① 生涯活躍のまち

国は「生涯活躍のまち構想（日本版ＣＣＲＣ）」を２０１５年に打ち出した。これは地

方創生の観点から、中高年齢者が希望に応じて地方や「まちなか」に移り住み、地域の

他世代の住民と交流しながら健康で積極的な生活を送り、必要に応じて医療や介護を受

けられる地域づくりを目指すとするものである。

江別市はこれを一歩進め、中高年層のみではなく制度の縦割りを超え、全世代を対象と

して移住者や関係人口、地元住民など「誰もが居場所と役割を持つコミュニティ」「ご

ちゃまぜのコミュニティづくり」を進めている。江別版「生涯活躍のまち」構想は、市

民ワークショップにより多くの市民の意見やアイデアを参考に幅広い市民の要望を把握

し作り上げられた。

そこでは、以下の点が重視された。

ⅰ 市民が住み慣れた地域で、生涯に亘り医療・介護の充実したサービスが確保され安

心して生活が出来ること。

ⅱ 若年層や障がい者など多様な主体との交流が図られ「共生のまち」を実現すること。

ⅲ 地域の社会資源、４大学（酪農学園大学、北翔大学、札幌学院大学、北海道情報大

学）、地元産業、商店街などを十分に活用すること。

② ココルクえべつ

「ココルクえべつ」はこの「生涯活躍のまち」施策の拠点として誕生した。

事業主体は「つしま医療福祉グループ」で、公募により決定された。

敷地内には高齢者関係の施設として、特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、サービ

ス付き高齢者向け住宅、看護小規模多機能型居宅介護事業所がある。

障がい者支援施設は障がい者グループホーム、障がい者就労支援Ａ型事業所がある。

障がい者就労支援Ａ型事業所としてうどん屋、パン屋、温泉、トラフグ養殖場が指定を

受けている。

企業主導型保育所があり、子育て支援の役割を担っている。

これらの施設群により、若い人から、障がいのある人、お年寄り、地域の人、みんなが

一緒になって交流できる「ごちゃまぜのコミュニティ」を作り上げている。

主な施設及び事業活動について詳述する。
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Ｂ 施設

① 障がい者グループホーム

障がい者グループホームは男女各10名、現在満室20名（男女各10名）が入居している。

日中 「ココルクえべつ」以外で働く人も入居可能である。相談支援事業所も併設し、

短期入所用の部屋も確保している。

② 障がい者就労継続支援Ａ型事業所

障がい者就労継続支援Ａ型事業所としてパン工房「あさのわ」、レストラン「こう福亭」

「開拓うどん」といった飲食店、天然温泉「ココルクの湯」を併設している。地域の人

との交流の場であり、障がいのある人が懸命に働く姿が見られる。

また、敷地内でトラフグの養殖が行われており、レストランでふぐ料理を安価に提供し

ている。

定員は20名、各自スターになる事を合い言葉に頑張っている。うどん、パン、温泉と順

番で働きながら、一番自分に合った仕事を探しながら働いている。

うどん屋では製麺や天ぷらを揚げたりするほか、サービス付き住宅の食材も作っている。

温泉では温泉濃度や水質の検査を正確に行い、方法を気長に覚えて貰っている。

この温泉は就労継続支援施設の温泉だが、入居者のほか誰でも利用でき、公衆浴場料金

で提供している。

就労継続支援Ａ型

就労継続支援A型とは、病気や障がいなどにより一般就労が難しい人を対象に、就労

機会の提供や訓練を実施するサービスです。障害者総合支援法で定められた国の就労

支援サービスの一つで、事業所と利用者が雇用契約を結ぶため「雇用型」とも呼ばれ

ています。

③ 特別養護老人ホーム

個室で80床で満室となっている。

ここは終の住処であり、少しでも今までと同様の生活を送れるようにしてあげたいと考

え、自分の家で使っていた整理タンスなどを持ち込んで使用するよう図っている。

なるべく昔の自宅の生活の延長となるよう取り計らっている。

④ 介護老人保健施設

介護老人施設は自宅に戻る事が健康上不安な場合の一時入居施設とされる。

個室で80床で満室となっている。
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手すりは廊下では設置しているが、部屋の中は殆ど付けていない。自宅で手すりを完備

できなくても伝い歩きできる力を付けて貰う。介護士が付いて移動することもあるが、

なるべく自宅と同じ環境で力を付けて貰う。

10人で一つのユニットを作り、ユニットごとに設置されている調理台で簡単な調理を行

っている。

食事は重要と捉え、肉系、魚系などご飯は選択制をとり、月に一度寿司や鰻のメニュ－

が専門家により提供される。

自宅に戻り生活するため、リハビリに力を入れている。

介護老人保健施設（老健）

介護老人保健施設とは、要介護者であって在宅復帰を目指している方を対象とし, 可能な

限り自立した生活を送ることができるよう、リハビリテーションをメインとする施設です。

略して「老健」とも呼ばれています。

特別養護老人ホーム（特養）と介護老人保健施設（老健）

特別養護老人ホーム（特養）は介護を受けながら長く生活をする施設で、介護老人保健

施設（老健）は介護を受けながらリハビリを行い在宅復帰を目指す施設。

⑤ 看護小規模多機能型居宅介護事業所

「訪問（訪問介護）」「通い（通所介護）」「泊まり（短期入所）」の３つの機能を組み合

わせて一体的に行う事業で、常駐する看護師の医療的ケアのもと、看護サービス・ケア

マネージャー・通所・訪問看護・泊まりの５つのサービスを状況に合わせて一括提供し

ている。

通い18名、宿泊９名で、できる限り自宅で自立した生活を営めるよう、この事業に力を

入れている。

看護小規模多機能型居宅介護

退院後の在宅生活への移行や、看取り期の支援、家族に対するレスパイト等への対応等

利用者や家族の状態やニーズに応じ、主治医との密接な連携のもと、医療行為も含めた

様々なサービス（「通い」、「泊まり」、「訪問（看護・介護）」）を24時間365日提供する。

高齢者の住み慣れた自宅での生活を総合的に支える介護保険サービス。
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⑥ サービス付き高齢者向け住宅

食事の提供は朝と晩のみで、レストランの調理人が作る。美味しいと評判は良い。コー

プさっぽろが毎週水曜日に移動販売車を行っている。

居室にはキッチン、洗濯機置き場、浴室、冷暖房エアコンが設置されている。食事も好

きなときに好きなものを食べる事が出来る。

小さな子供との交流の場が沢山あり、農園で野菜を作ったり、パークゴルフを楽しんだ

りと、住んでいるだけでなく生活の種々楽しみを持てるよう工夫している。

サービス付き高齢者向け住宅の中に自治会を作っている。

現在大麻地区には16の自治会があり連合会を作っているが、これにも参加している。

自治会では敬老会を始めいろいろな行事を行っている。スマホの使い方の勉強会を行っ

たが、これは江別市のデジタル化推進事業の一環として、ソフトバンクが行っている「出

張勉強会」を知り、お願いし実現したもの。

居住者の些細な要望に行政の力が結びついて大きな輪になっていくと実感している。

⑦ 企業主導型保育所

企業が従業員の働き方に応じた柔軟な保育サービスを提供するために設置する保育施設

がある。保育対象年齢は生後57日から就学前までとされる。

定員30名の内14名は地域住民の利用を図り、子育て支援の役割を担っている。

Ｃ 事業

① 交流事業

・外部コーディネーター

地域で活動する人３名に外部コーディネーターになって頂き、江別市の政策推進課と

協議して交流事業を進めている。市は回覧板で行事予定を報せる。

・パークゴルフ場

大麻地区にパークゴルフ場がなかったので、地元住民が北海道教育庁から土地を借り受

け、当施設の敷地と合わせて造成した。使用料は取らず、コースの維持管理は地域の有

志により構成される「あじさい会」にお願いしている。道教育庁の土地も同様となって

いる。

・交流農園

交流農園は、サービス付き高齢者向け住宅、障がい者グループホーム、特別養護老人ホ

ーム等に入居している人が介護職員が付き添い野菜等を植えている。酪農学園や、とわ

の森三愛高校から提供を受け、大麻東中学校の特別支援学級のお子さんや面会に来た人、

サービス付き高齢者向け住宅に遊びに来た人などが一緒になって花植えをしている。
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・交流広場

芝生の「交流広場」では、江別市内の福祉施設の授産品販売や子供盆踊り大会、サービ

ス付き高齢者向け住宅入居者による紙芝居、地元有志のブラスバンドなども行われる。

施設の居住者、利用者、関係者、地域住民が一緒になって楽しむ拠点である。

・交流サロン

多世代交流の場としてお年寄りと若い人の連携を図る。

交流サロンを月１回開いているが、就学前の子供が多く近所のおじさんおばさんが遊び

に来て、一緒に折り紙などをしている。高齢者住宅の人達にも人気だ。

不登校やフリースクールの生徒を呼んで、昔話をしたり一緒に芋餅を作ったりして遊ぶ。

そのうち若い人達がお年寄りにスマートフォンの使い方を教える会になった。

これが切掛となりソフトバンクの専門家によるスマホ勉強会に発展した。

・ＮＰＯ法人

ＮＰＯ法人に場所を提供し、親子の遊び場を作っている。会議室等を使って部屋一杯に

オモチャを広げ遊んでいる。

・重度肢体不自由児医療ケア児親子交流サロン

北海道社協の支援を受け毎月１回医療ケア児の交流サロンを開催している。重度肢体不

自由児医療ケア児は高等養護学校を出ると横の繋がりが切れてしまいがちになる。市の

避難計画一つをとっても医療ケア児への対応は課題となっている。この交流サロンでは

看護師を配置し、具体的な意見要望を聞くことが出来る。

子供たちはビーズの工作をしたり、地元太鼓の会の太鼓の練習に参加したり、大麻地区

を皆で散歩したり楽しくやっている。

太鼓の会の父兄などは当初戸惑いを見せたが、子供たちの方がごく普通に親しんでいく

姿が見られた。

こういう場所（企画）はないと言われ、岩見沢、苫小牧、新ひだか町などからの参加者

も見られる。

・「子供盆踊り」

８月に「子供盆踊り」大会をやっている。サービス付き高齢者向け住宅の人や隣近所の

人が浴衣を着て一緒に踊ったり、外に出られない特養の入居者が並んで見ていたり、皆

で楽しむ事が出来た。

・絵本ばくりっこ、ブックストリート

12月と２月に、家庭で読み終えた絵本や児童書を同じ冊数の本と会場で交換する催しを

行っている。「ＮＰＯ北海道ブックシェアリング」の協力を得て、300冊の交換会を行

う。本をいっぱい読みたいと言う子供たちで賑わう。

「ブックストリート」は大麻銀座商店街で行っている古書販売の会場をココルクえべつ

に移し、約3,000冊の本を１冊100円で販売するもの。多くの人で賑わいを見せる。
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② 連携事業

・地元小中学校

地元、大麻東中学校で福祉出張講話を行う。また文化祭の発表を入所者や通所の人達が

見学する機会を作っている。同校の特別支援学級の子と花を植え、一緒にボタニカルキ

ャンドルを作っている

・大学との連携

地域連携の仕組み（平成21年江別市と地域包括連携協定を締結）を使って、北翔大学

教育文化学部に依頼しココルクえべつのロゴマークを制作した。

生涯スポーツ学部の皆さんに企画して頂き、ミニ運動会を行っている。

参加者は主にサービス付き高齢者向け住宅の入居者中心となっている。

北海道文教大学には肢体不自由児のお手伝いをして頂いている。

酪農大学は学生の実習という形を取ってグランド跡地の農園を整備し、暗渠排水工事を

行った。また、市内の豆腐屋さんの豆腐糟と農家の籾殻を使って堆肥を作る実験を行い

堆肥７トンを提供してくれた。そのほか地域の人に向けて家庭菜園にはどのような土が

良いか、各自がその家から持っていた土の分析をする土壌解析のセミナーや野菜販売の

催しを行った。

・地域団体との連携

江別の思い出写真展の開催に向けて写真募集とこども盆踊りのチラシを大麻地区自治会

連合会の協力を得て全戸に計7,800枚配布した。また、当施設の行う事業のポスターや

チラシをＵＲ都市機構大麻管理事務所が多くの掲示板に貼付してくれる。

③ 施設開放

・月１回、会議室を開放して備付のマイク・スピーカー・液晶プロジェクターなどを自由

に使用できる施設開放をしている。地域の自治会の総会、スポーツ父母の会の打合せ、

市内の障がい者団体の会合、とわの森三愛高校バスケット部の勉強合宿等多くの方が利

用している。

・近所の自治会に働きかけ、駐車場の一角を使用してミニ縁日や子供花火大会を行ってい

る。

・６月から９月まで警備員にお願いし、朝6時30分からのＮＨＫラジオ体操をかけている。

近所の人達が親子連れで集まりラジオ体操をしている。

・施設の周囲の道は470㍍ある。散歩コースにして貰うよう地元の人達に積極的に働き

かけている。

・７月にビアガーデンをやった。

当初、利用者やその家族関係者のため、家族交流会と考えて開催した。

この場所はモエレ沼の花火大会や江別の花火大会がよく見えると評判になり、多くの人

が来るようになった。
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ビアガーデンに使う丸テーブルとアルミ椅子は江別観光協会が無料で貸してくれた。

施設長がビールをつぎ、普段顔見知りの職員が縁日をやっていて、利用者も家族も地元

の人も笑顔で楽しんでいる。

④ 今後の展望

令和３年にオープンしてから来場者は令和５年９月末で261,994人となっている。

今後も江別市の「生涯活躍のまち」構想に沿って、多くの方達に使って貰い楽しんで

貰う。外部コーディネーター、入居者、ボランティアと共に広めて行く。

Ｄ まとめ

① 施設もさることながら「ごちゃまぜ」を表に出し、分野に捕らわれず高齢者、障が

い者、学校や地域の各団体、住民皆を巻き込み協力連携していく、その仕掛けを作

り「まちをつくる」その理念に感銘を受けた。

② この事業は国の打ち出した「生涯活躍のまち構想」に一歩進めた江別版「生涯活躍

のまち」構想に基づく。

江別版「生涯活躍のまち」構想は、市民ワークショップを立ち上げ、多くの市民の

意見やアイデアをもとに幅広い市民の要望をくみ上げる形で策定されたという。

実際の事業展開を見ると、この手法が活かされていることを実感した。

わが町の「まちづくり」に参考となる点は多い。
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正面の建物が特別養護老人ホームと 障がい者グループホーム

介護老人保健施設と看護小規模多機

能型居宅介護事業所

サービス付き高齢者向け住宅 パン工房あさのわ

（障がい者就労継続支援Ａ型事業所）

天然温泉ココルクの湯 レストランこう福亭及び開拓うどん

（障がい者就労継続支援Ａ型事業所） （障がい者就労継続支援Ａ型事業所）



- 11 -

企業主導型保育所 トラフグの養殖施設

特別養護老人ホーム等の館内図 特別養護老人ホーム等の館内図

研修の様子 説明をするココルクえべつ 明石氏
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(2) 更別村

１ 視察先 更別村 福祉の里総合センター

２ 視察日程 令和５年10月19日（木）13時から

３ 参加委員等

委員 室﨑委員長、石澤副委員長、音喜多委員、南谷委員、

大野委員

随行（議会事務局） 亀井事務局長、佐藤議事係長

視察対応者 更別村議会 議長 織 田 忠 司

事務局長 佐 藤 敬 貴

更別村保健福祉課長 新 関 保

コミュニティナース 西 上 耶 弥

４ 更別村の概要

更別村は、十勝地方の南部に位置する村で、帯広市から南へ35kmの地点にある。内閣府

の未来技術社会実装事業や、国土交通省の日本版MaaS 推進・支援事業、スマートシティ

モデルプロジェクトにおけるプロジェクト実施地域。

村名の由来は、昔サラベツ川、サッチャルベツ川流域が葦や茅に覆われた平原であった

ことを意味するアイヌ語の「サラ・ペツ」（葦や茅が生い茂る地）に漢字を当てはめたこ

とからきている。

５ 保健・医療・福祉の連携

更別村の福祉行政について視察した。
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Ａ 更別村の福祉行政

⑴ 「福祉の里」構想

① 平成３年「福祉の里」構想を策定し、その中核施設として平成６年「老人保健福

祉センター」を供用開始した。

これは「通所介護施設（ディサービス）」と「老人福祉センター（福祉の里温泉）」

の複合施設である。

② 平成７年、高齢者の居住施設・シルバーハウジング（公営住宅）30戸が建設され

た。

⑵ 「保健・医療・福祉ゾーン整備計画の基本構想」

① 平成11年、「保健・医療・福祉ゾーン整備計画の基本構想」を策定し、

ⅰ 保健・医療・福祉を一体化した住民本位のサービスの提供

ⅱ 保健・医療・福祉施設の集積によるサービスの充実とワンストップ体制の実現

ⅲ 健康への住民意識の高揚による保健・医療・福祉を重視したまちづくりの推進

の３点を掲げた。

② この「基本構想」に基づき、保健・医療・福祉の統合による複合機能を備えた施

設「更別村福祉の里総合センター」を設置した。

診療所も同エリア内に建設することとし、平成16年現在地に建設された。

診療所の建物は渡り廊下で、福祉の里総合センターに繋がっている。

⑶ 総合アドバイザー

① 保健・医療・福祉の連携強化を図るため、総合アドバイザーを置く。

総合アドバイザーは国保診療所の管理医師（所長）が担当する。

総合アドバイザーは福祉の里総合センター所長（保健福祉課長）に対し、医師と

いう専門家の見地から必要な助言及び協議を行う。

② 毎月、定例で総合アドバイザー（診療所長）、診療所事務長・総看護師長、保健

福祉課長・課長補佐、社協事務局長による連絡会議を開催している。

⑷ 国保診療所との連携

① 国保診療所との連携は多岐に亘っている。

② 総合アドバイザーとの連携会議。地域包括支援センター地域ケア責任者会議。

地域包括支援センター地域ケア実務者会議。在宅医療・愛護連携推進協議会。

認知症初期集中支援チーム員会議・検討委員会。医科歯科連携会議。

保健・福祉・医療部門間相互連携調整。定期健康相談。出前講座。

その外、各種検診・予防接種等、15項目に亘る。
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Ｂ 主な施設と事業

⑴ 更別村国民健康保険診療所

① 診療科は内科、小児科（総合診療科）、病床数19床。

保健施設の中核施設として、地域住民に適切な医療を総合的に提供することを目

的としている。その外、もの忘れ相談外来、禁煙外来、訪問診療等も実施する。

② 診療所の医師は総合診療科（家庭医療科）を専門としており、乳幼児から高齢者

まで、住民の日常的な「かかりつけ医」としてあらゆる健康問題の相談にのって

いる。なお、専門医の診療が必要なときは適切に紹介している。

③ スタッフは医師４名、ＯＴ（作業療法士）１名、ＰＴ（理学療法士）１名、

看護師９名、在宅医療・介護連携コーディネーター１名、看護補助員８名、

事務職５名となっている。

④ 「ＯＴ」「ＰＴ」「在宅医療・介護連携コーディネーター」が、北海道家庭医療

学センターから派遣されている。

家庭医

家庭医は、年齢、性別、病気の種類を問わず、赤ちゃんからお年寄りまで、家族

丸ごと何でも対応する。診療範囲は内科、小児科、婦人科、皮膚科、整形外科、

睡眠や心の問題、その他全ての健康問題の初期対応を行う。

身近にいて、家族みんなでかかれる、何でも相談できるお医者さんと言われる所以で

ある。

ありふれた病気の約95％は家庭医により解決できると言われている。

家庭医の資格を取得するためには、病院だけでなく、診療所や医療過疎地での研修を、

数年かけて学ぶ。その研修内容には、患者さんとのコミュニケーショントレーニング

や、診療所の経営学など、他の専門医では珍しい内容も含まれている。

家庭医の特徴は以下のようになる。

赤ちゃんからお年寄りまでみる 臓器にとらわれず体も心も全体をみる

予防から治療、リハビリ、緩和ケアまで一貫してかかわる（継続性）

患者さんの背景にある家族や職場、地域を意識した診療をする

社会的な問題（孤立や貧困など）にも取り組む

コミュニティの問題にも目を向ける（地域をケアする）

地域の医療福祉機関と連携する 継続してかかわる（かかりつけ医）
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⑵ 在宅医療・介護連携コーディネーター（医療と介護の相談窓口）

① 従来は保健師が在宅医療・介護連携コーディネーターとして、医療・介護・福祉

関係機関からの相談をはじめ、入院した高齢者の入退院支援・調整を行っていた。

令和４年からは北海道家庭医療学センターよりコーディネーターの派遣を受け、

相談窓口を更別村国保診療所に設置し、更別・中札内両村共同で在宅医療連携体

制強化を図っている。

② 対応ケース（65歳以上の更別村・中札内村住民）

ⅰ 介護認定を受けていない人

ⅱ ケアマネが不明の人

ⅲ 退院後医療ケアが必要な人

ⅳ 退院後の生活やサポート体制に不安のある人

ⅴ 更別国保診療所への転院希望者

③ コーディネーター対応の流れ

ⅰ 相談窓口からコーディネーターへ連絡

ⅱ 状況把握・・・ 家族への連絡、家庭訪問（自宅環境確認等）

医療機関への連絡

主治医の情報提供依頼や入院前の情報提供

ⅲ 病棟訪問・・・ 主治医説明等の同席、病状や必要事項の確認

本人、家族の意向確認

村内の在宅医療、介護保険サービスの紹介

ⅳ 転院調整・・・ 転院先病院への連絡

ⅴ 在宅(施設)・・・在宅医療・介護保険サービスの導入、 介護認定調査

本人・家族の相談対応、病棟での面談

ⅵ 他職種カンファレンス、退院前カンファレンス等への出席

ⅶ 担当ケアマネへの引き継ぎ

⑶ 老人保健福祉センター

① 高齢者を対象に健康の増進、教養の向上、レクリエーションに必要な便宜を総合

的に供与することを目的とした施設。

施設内に「福祉の里温泉」「社会福祉協議会」の事務局、「コミュニティカフェ」

がある。

② 福祉の里温泉

泉質は低張性弱アルカリ冷鉱泉、保湿効果に優れ神経痛等に効果的。

料金は大人400円、65歳以上及び身障者は100円。

社協に管理委託している。
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③ 通所介護（デイサービス）事業

老人保健福祉センター内で実施されている。

当初社会福祉協議会が行っていた。現在は特別養護老人ホームとともに別法人が担

当する。

④ 社会福祉協議会

老人保健福祉センター内に事務所を置く。平成20年度に別法人が村内に地域密着型

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）を開設することとなり、協議の上で本来

の使命である「地域福祉の推進」にシフトする形となった。介護保険事業は、居宅

介護支援事業所のみの運営となっている。

⑤ コミュニティカフェ（カフェゆーゆ）

更別村老人保健福祉センター（福祉の里温泉）ロビーにおいて、更別村社会福祉

協議会が運営している。

コミュニティカフェ

飲食店としてだけではなく、地域の人たちが集まり交流を行える場としての役割を

果たしているカフェのこと。

店内でコーヒーやランチと一緒に各種講座を受講したり、音楽家の生演奏や絵画展

を楽しんだりなど、食やイベントを通して地域の輪を広げるきっかけの場所となれ

るような活動を行っている。

⑷ 更別村福祉の里総合センター

① 保健・医療・福祉の統合による複合機能を備えた施設で、保健福祉課、子育て応

援課、高齢者生活支援ハウス、健康増進室、地域包括支援センター、厨房、子育

て世代包括支援センターが設置され、診療所は同一敷地内にあり、渡り廊下で結

ばれている。

② 高齢者支援ハウス

更別村に居住している人で、おおむね60歳以上の一人暮らしの人、夫婦のみの世

帯に属する人及び家族による援助を受けることが困難な人であって高齢等のため

に独居して生活することに不安のある人が生活できる施設。

相談、助言、緊急時対応、福祉サービス利用援助等を行う。

高齢者が安心して健康で明るい生活を送れるよう、生活支援機能、交流機能を組

み合わせ、自立しながら共同生活をする居住施設。

③ 健康増進室

健康増進室、栄養実習室、相談室を活用し、子供から高齢者まで健康づくりの習

慣が身につくよう支援している。
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④ 子育て世代包括支援センター

妊娠期から出産、子育て、子供の成長発達を切れ目なくサポートする相談窓口。

保健師、助産師、発達支援相談員等が相談に応じ、関係機関と連携しながら支援

する。

⑤ 厨房

高齢者支援ハウス入居者、診療所入院患者、介護予防事業参加者への食事提供を

行う。

⑸ シルバーハウジング（高齢者世話付住宅）

① 公営住宅団地内に30戸建設した。

入居基準は60歳以上の高齢者世帯、食事は自賄いとする。

② 緊急通報システムを各戸に設置し、生活援助員（ライフサポートアドバイザー）

を配置する。

シルバーハウジング・プロジェクト

住宅施策と福祉施策の連携により、高齢者等の生活特性に配慮したバリアフリー化さ

れた公営住宅等と生活援助員（ライフサポートアドバイザー）による日常生活支援サ

ービスの提供を併せて行う、高齢者世帯向けの公的賃貸住宅の供給事業。

シルバーハウジング住宅

シルバーハウジングは高齢者や障がい者を対象とした公営住宅の一種で、高齢者や障

がい者が安心して生活できるようにバリアフリー構造であるのはもちろんのこと、安

否確認や生活相談、万が一に備えて緊急通報システムも兼ね備えている。

⑹ 在宅患者訪問薬剤管理

① 在宅患者訪問薬剤管理とは、在宅での療養を行っている患者であって通院が困難な

人に対して、処方医の指示に基づき、作成した薬学的な管理計画に基づき患者宅を

訪問して、薬歴管理、服薬指導、服薬支援、薬剤の服薬状況・保管状況及び残薬の

有無の確認などを行い、訪問結果を処方医に報告することまでを含む業務をいう。

② 更別村のフナキ調剤薬局では更別村国民健康保険診療所と提携し、在宅患者訪問薬

剤管理を行っている。

⑺ コミュニティナース（コミナス）

① 「更別村スーパービレッジ構想」の一環として、コミュニティナース（コミナス）

を配置し、65歳以上の全高齢者の見守りと村民皆が健康で暮らす村づくりを目指し

ている。これは島根県雲南市のコミュニティナースカンパニー(株)が更別村から受
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託し派遣したもの。

② コミナスは３名、令和５年９月から活動している。

活動内容は保健師と連携し、65歳以上の全高齢者宅の訪問を行い交流を図る。

世間話を通じ日常の困りごと等の聞き取り、村の行事やサークル活動にも参加し、

気軽な相談相手として、看護師、訪問看護師、保健師がカバーしきれていない領域

で活動し必要に応じて専門家との架け橋になる。

③ 活動を始めたばかりなので、先ずは村民と顔なじみになり、存在を知って貰う段階

といえる。

「話を聞いてくれただけで有難い」といった声も多く、自宅訪問による健康確認が

進んでいる。

更別村スーパービレッジ構想

国のデジタル田園都市国家構想交付金などを活用した事業。

見守りや健康づくりのメニュー、デジタル技術を活用したスマート農業、インフラ整備、

自動運転車輌による移動サービス、ロボット配送、電力センサーを使っての見守りなど

の先端技術を活用し、課題解決に挑戦するプロジェクト。

コミュニティナース

病院や福祉施設、訪問看護に従事する看護師と異なり、地域の中で住民とパートナーシ

ップを形成しながら、その専門性や知識を活かして活動する医療人材のこと。

地域で長期的に住民と関わることで、健康的なまちづくりに貢献することを目指す。

活動は、地域を盛り上げる地域おこしを中心とし、人が集まる場作りや、そのためのきっ

かけづくりをして、日常的に住民と接する機会を生む。そして、普段から健康意識を高

めるアプローチや、病の早期発見、医療や福祉、行政機関への橋渡しなどまで行う。

コミュニティナースは、地域医療・介護にかかる前の段階を活動領域としている。

地域全体の健康度を高めたり、繋がりを強めることで、専門機関と連携しながら地域医

療・介護の負担を減らす意義がある。



- 19 -

Ｃ まとめ

① 地域医療とは、「地域の医療」でもなければ、まして「地域で医療」でもない、

地域医療とは、保健（予防）、医療、福祉３部門が有機的一体となって住民の命

と健康を支えるシステムそのものを指す。その具体的モデルがここにある。

② 村内の病院「国保診療所」の医師（所長）が総合アドバイザーとして、福祉の里

総合センター所長（保健福祉課長）に対し、医師という専門家の見地から必要な

助言及び協議を行っている。

③ 医療と介護の相談窓口として、医療・介護・福祉関係機関からの相談をはじめ、

入院した高齢者の支援・調整、退院後の生活やサポート体制に至るまで、住民に

寄り添って支援をする在宅医療・介護連携コーディネーターが存在する。

④ コミュニティナースを取り入れ、高齢者の見守りの強化を図っている。

⑤ 村議会議長の歓迎挨拶の中の「ここでは住民が安心して暮らせる」との一言は印

象的であった。
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右側が福祉の里総合センター 福祉の里総合センターのホール

左側が更別村国民健康保険診療所

正面が診療所につながる渡り廊下 健康増進室

デイサービス 老人健康福祉センターのホール
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研修の様子 織田議長のあいさつ（更別村）

室﨑委員長あいさつ 施設内見学の様子

コミュニティナースの西上氏（中央） 玄関前にて
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(3) 白糠町

１ 視察先 白糠町

２ 視察日程 令和５年10月20日（金）10時から

３ 参加委員等

委員 室﨑委員長、石澤副委員長、音喜多委員、南谷委員、

大野委員

随行（議会事務局） 亀井事務局長、佐藤議事係長

視察対応者 白糠町議会 副議長 石 田 正 義

事務局長 森 谷 寿 彦

白糠町教育委員会 次長 土 田 淳 一

指導室長 二 階 美 幸

管理課学校教育係長 上 田 聖 悟

４ 白糠町の概要

白糠町は釧路地方の西部に位置し、釧路市都心部から西に約30km。町域の東西を、東西

へ飛び地になった釧路市に挟まれている。

町名の由来はいくつかの説がありますが、アイヌ語のシラリ(磯)、カ(上)やシラルカ、

シラリイカで、波が磯を越えしぶきが立つ「岩磯のほとり」を指すといわれている。

５ 白糠町の小中一貫教育

白糠町の小中一貫教育について視察をした。
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Ａ 白糠町の小中一貫教育

⑴ ふるさと教育

① 白糠町では平成11年に行動目標を設定し「ふるさと教育」を推進している。

地域の人・文化・自然を愛し、ふるさとへの愛着心を持ってしなやかにたくましく

生きる人間としての生き方を学ぶことを願う。

② 学校現場においては、この理念のもと地域素材を活用した教育の充実を図っている。

このふるさと教育を進めるための重点事項の一つとして小中一貫教育が始まった。

⑵ 小中一貫教育

① 小中学校段階の教員が目指す子供像を共有し、９年間を通じた教育課程を編成して

系統的な教育を目指すもの。

② 白糠町での小中一貫教育は、町内の学校の有する特徴に応じて、それぞれタイプの

違う形を持って柔軟に行われているところにある。

③ タイプの１は義務教育学校という形である。

タイプの２は小中一貫型小学校・中学校という形で、これには施設一体型と、連携

型がある。

④ 義務教育学校設立の狙いは、子供たちのためにどうあるべきかを前提とした町の教

育改革にある。

教師の資質の向上、児童生徒の学力体力の向上を目的とする。

特に小中一貫教育推進のための起爆剤となり、教職員や住民の意識改革を進めた。

⑶ 庶路学園（義務教育学校）

① （前）庶路小学校・中学校は平成30年、庶路学園として開校した。

庶路小学校・中学校は校舎の老朽化・耐震性の課題を抱えており、また津波被害も

想定される場所で校舎の建替えが課題となっていた。

② 建替えを機会に義務教育学校として開校した。

津波被害を考慮した高台に建設された校舎で、認定こども園も併設している。

③ 学年区分は発達段階に応じた柔軟な形を取り、４－３－２制をとる。

９年間の成長を見据えた一貫性のある指導を行う。

④ 後期課程（旧中学年齢）の教師が、前期課程（旧小学校年齢）の学年への乗り入れ

授業が活発に行われている。

中等部から教科担任制を導入し、また異年齢集団との意図的・計画的交流を図る。

⑤ 全学年で50分授業となっている。
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⑷ 白糠学園（義務教育学校）

① 平成30年以降校舎分離型小中一貫教育に取り組んできた。

元の白糠小学校が近くの川の増水により浸水被害のおそれがあること、白糠中学校

に余剰教室があることから、一体形の義務教育学校とする機運が高まり、昨年スタ

ートした。

白糠小学校・中学校は令和４年、白糠学園として新たに開校した。

② 校舎は余剰教室を持つ中学校校舎を利用。

③ 学年区分は発達段階に応じた柔軟な形を取り、４－３－２制をとる。

９年間の成長を見据えた一貫性のある指導を行う。

④ 中等部から教科担任制を導入し、乗り入れ授業を活発化している。

⑤ ふるさとの人材や自然を見つめ直す、総合的な学習に力を入れている。

⑥ 異年齢集団との意図的・計画的交流を図る。全学年で50分授業を行う。

⑸ 茶路小学校・中学校（小中一貫型小学校・中学校）

① 茶路小学校・茶路中学校は明治34年開校当初より児童数が少なく、小中併置校とし

て現在に至っている。（現在小学校11名、中学校10名）

② ここでは小中一貫型の学校として、小中一貫教育を実施し、小中隔てなく一貫した

カリキュラムによる教育を行っている。

③ 外国語教科などでは、中学校教員による小学校での単元担任制を取る。

④ 小学校教員による中学校教科のティーム・ティーチング（複数の教員が協力して授

業を行う方式）

⑤ 児童生徒が授業や家庭学習においての学びの成果を振り返る時間を設定し、学びの

意欲化課題解決能力を高める取組みを行っている。茶路小中学校ではこれを「学び

の輪」と名付け、学校と保護者が連携して進めている。

⑹ 成果

① 教師の資質向上、子供の意欲化、学力の向上、体力の向上、学習規律の定着、

中１ギャップの防止、保護者の意識改革、家庭地域との連携強化、地域の活性化等

多方面から検証を行っている。

② 始めてからの年数も僅かで即断は出来ないものの、期待した効果は出ているとの感

触はつかんでいる。

平成30年から教職員、児童生徒を対象にアンケート調査を行っているが、年々肯定

的な回答が増えてきている。
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Ｂ 白糠町の特徴的教育施策

⑴ 放課後学習サポート

① 令和元年から、家庭学習の定着を図るため、塾の講師を招き速読ソフトを活用し

て学習を支援している。

② 今年は１～３年生は速読ソフト、４～６年生はタブレットでデジタルドリルを活

用して学習指導する。

⑵ 情操教育の推進（心を育てる）

① 音楽の専門家２名が各校を巡回し、音楽科の授業をサポートする。

クラブ活動や放課後の音楽活動を支援する。

② 学校だけではなく地域と連携して、コンサートなどの活動を企画し、支援する。

⑶ 教育コラボレーション（サバイバル英語）

① 私立田中学園より教師を派遣して貰い、１・２年生の英語の授業や認知力の育成を

目的とした動画を活用して、６歳程度の英会話力（サバイバル英語）を身につける。

Ｃ まとめ

① 言うまでもなく、今日社会情勢の変化は著しいものがある。

教育の現場においても時代に即した改革が求められ、文部科学省も「教育改革」と

して、教育の制度・内容・方法などの改変を打ち出している。

② このような中で白糠町は「ふるさと教育」を推進し、その一環として小中一貫教育

を始めた。そこでは今までの枠（６・３制）にとらわれず、子供たち達のためにど

うあるべきかを前提とした検討が行われ、それぞれの地域の事情や特性に応じた形

の小中一貫教育が実施されていた。

③ 何が大事かという１点をきちんと見据え、形にとらわれず地域の特性に柔軟に対処

し、改革の実を挙げる、この姿勢には学ぶべきところが多いと改めて感じた。
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研修の様子 石田副議長のあいさつ（白糠町）

室﨑委員長あいさつ 左より石田副議長、土田次長、二階指導室長、

上田学校教育係長、森谷議会事務局長

玄関前にて


